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Ⅰ．海上保安庁の重要業務  

近年、尖閣諸島周辺海域では中国公船や外国漁船の領海侵入が繰り返されているほか、

外国海洋調査船による我が国の同意を得ない調査活動、大和堆周辺海域における多数の外

国漁船による違法操業、日本海沿岸部への木造船等の漂流・漂着、深刻化する国際テロ情

勢、激甚化する自然災害等、我が国周辺海域をめぐる状況はいっそう厳しさを増している。こ

うした状況に加え、国際秩序が不安定化する中で、領海警備等に隙を見せることがないよう、

「海上保安体制強化に関する方針」（平成28年12月関係閣僚会議決定）に基づき着実に体制

整備を進めるとともに、その確実な運用を図る。また、「海洋基本計画」や「我が国における海

洋状況把握（ＭＤＡ）の能力強化に向けた今後の取組方針」等を踏まえたＭＤＡの能力強化や、

「自由で開かれたインド太平洋」の実現に向けて、法の支配に基づく自由で開かれた海洋秩

序を維持・強化するため、アジア諸国等の海上保安機関に対する能力向上支援等の取組を

推進し、戦略的海上保安体制を構築する。 

あわせて、治安・救難・防災業務の充実・強化、海上交通の安全確保等、国民の安全・安心

を確保するための業務基盤の充実・強化や、新型コロナウイルス感染症への対応、「防災・減

災、国土強靱化のための５か年加速化対策」を推進する。 
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１ 「海上保安体制強化に関する方針」に基づく体制の強化  
① 尖閣領海警備体制の強化と大規模事案の同時発生に対応できる 

体制の整備 
② 海洋監視体制の強化 
③ 原発等テロ対処・重要事案対応体制の強化 
④ 海洋調査体制の強化 
※ ①～④の体制強化により増強した巡視船・航空機等の確実な運用等 

⑤ 基盤整備（定員確保、教育訓練施設の拡充等） 
 
２ 海洋状況把握（MDA）の能力強化に向けた取組等 

海洋状況表示システムの機能強化等 
 

３ 法の支配に基づく海洋秩序維持のための取組 
諸外国の海上保安能力向上支援等の推進 
諸外国の海上保安機関との連携強化 

 

４ 治安・救難・防災業務の充実・強化 
① 巡視船・航空機の高機能代替 
② 装備資器材等の充実・強化 
③ 法執行業務体制等の充実・強化 

 
５ 海上交通の安全確保 
 
６ 防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策 
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